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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月7日(2008.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　　Ａ）（１）テトラフルオロエチレン、（２）パーフルオロ（アルキ
ルビニル）エーテル類、パーフルオロ（アルコキシビニル）エーテル類、およびそれらの
混合物からなる群から選択されるパーフルオロビニルエーテル、および（３）ニトリル含
有フッ素化オレフィン類およびニトリル含有フッ素化ビニルエーテル類からなる群から選
択される硬化部位モノマーの共重合ユニットを含むパーフルオロエラストマーと、
　Ｂ）ｉ）複素環式第二級アミン類；ｉｉ）グアニジン類；ｉｉｉ）４０℃と３３０℃と
の間の温度で、ｉｎ－ｓｉｔｕで分解してグアニジンを生産する化合物；ｉｖ）４０℃と
３３０℃との間の温度で、ｉｎ－ｓｉｔｕで分解して第一級アミンまたは第二級アミンを
生産する化合物；ｖ）式Ｒ1－ＮＨ－Ｒ2の求核性化合物類（式中、Ｒ1はＨ－、Ｃ1～Ｃ10

脂肪族炭化水素基、またはα－位に水素原子を有するアリール基であり、Ｒ2は、Ｃ1～Ｃ

10脂肪族炭化水素基、またはα－位に水素原子を有するアリール基、－ＣＯＮＨＲ3、－
ＮＨＣＯ2Ｒ3、または－ＯＨ・ＨＯＯＣ－Ｃ7Ｆ15であり、およびＲ3はＣ1～Ｃ10脂肪族
炭化水素基である）；およびｖｉ）式ＨＮ＝ＣＲ4ＮＲ5Ｒ6の置換されたアミジン類（式
中、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6は独立的にＨ－、アルキルまたはアリール基であり、およびＲ4、Ｒ5

、およびＲ6の少なくとも１つがＨ－ではない）からなる群から選択される窒素含有求核
性化合物と
を含むことを特徴とする硬化性組成物。
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　　【請求項２】　Ａ）（１）テトラフルオロエチレン、（２）パーフルオロ（アルキル
ビニル）エーテル類、パーフルオロ（アルコキシビニル）エーテル類、およびそれらの混
合物からなる群から選択されるパーフルオロビニルエーテル、および（３）ニトリル含有
フッ素化オレフィン類およびニトリル含有フッ素化ビニルエーテル類からなる群から選択
される硬化部位モノマーの共重合ユニットを含むパーフルオロエラストマーと、
　Ｂ）ｉ）複素環式第二級アミン類；ｉｉ）グアニジン類；ｉｉｉ）４０℃と３３０℃と
の間の温度で、ｉｎ－ｓｉｔｕで分解してグアニジンを生産する化合物；ｉｖ）４０℃と
３３０℃との間の温度で、ｉｎ－ｓｉｔｕで分解して第一級アミンまたは第二級アミンを
生産する化合物；ｖ）式Ｒ1－ＮＨ－Ｒ2の求核性化合物類（式中、Ｒ1はＨ－、Ｃ1～Ｃ10

脂肪族炭化水素基、またはα－位に水素原子を有するアリール基であり、Ｒ2はＣ1～Ｃ10

脂肪族炭化水素基、α－位に水素原子を有するアリール基、－ＣＯＮＨＲ3、－ＮＨＣＯ2

Ｒ3、または－ＯＨ・ＨＯＯＣ－Ｃ7Ｆ15であり、およびＲ3はＣ1～Ｃ10脂肪族炭化水素基
である）；およびｖｉ）式ＨＮ＝ＣＲ4ＮＲ5Ｒ6の置換されたアミジン類（式中、Ｒ4、Ｒ

5、Ｒ6は独立的にＨ－、アルキルまたはアリール基であり、およびＲ4、Ｒ5、およびＲ6

の少なくとも１つがＨ－ではない）からなる群から選択される窒素含有求核性化合物と、
Ｃ）前記窒素含有求核性化合物Ｂ）以外の硬化剤と
を含むことを特徴とする硬化性組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
【表１】

本発明は以下の実施の態様を含むものである。
　１．　Ａ）（１）テトラフルオロエチレン、（２）パーフルオロ（アルキルビニル）エ
ーテル類、パーフルオロ（アルコキシビニル）エーテル類、およびそれらの混合物からな
る群から選択されるパーフルオロビニルエーテル、および（３）ニトリル含有フッ素化オ
レフィン類およびニトリル含有フッ素化ビニルエーテル類からなる群から選択される硬化
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部位モノマーの共重合ユニットを含むパーフルオロエラストマーと、
　Ｂ）ｉ）複素環式第二級アミン類；ｉｉ）グアニジン類；ｉｉｉ）４０℃と３３０℃と
の間の温度で、ｉｎ－ｓｉｔｕで分解してグアニジンを生産する化合物；ｉｖ）４０℃と
３３０℃との間の温度で、ｉｎ－ｓｉｔｕで分解して第一級アミンまたは第二級アミンを
生産する化合物；ｖ）式Ｒ1－ＮＨ－Ｒ2の求核性化合物類（式中、Ｒ1はＨ－、Ｃ1～Ｃ10

脂肪族炭化水素基、またはα－位に水素原子を有するアリール基であり、Ｒ2は、Ｃ1～Ｃ

10脂肪族炭化水素基、またはα－位に水素原子を有するアリール基、－ＣＯＮＨＲ3、－
ＮＨＣＯ2Ｒ3、または－ＯＨ・ＨＯＯＣ－Ｃ7Ｆ15であり、およびＲ3はＣ1～Ｃ10脂肪族
炭化水素基である）；およびｖｉ）式ＨＮ＝ＣＲ4ＮＲ5Ｒ6の置換されたアミジン類（式
中、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6は独立的にＨ－、アルキルまたはアリール基であり、およびＲ4、Ｒ5

、およびＲ6の少なくとも１つがＨ－ではない）からなる群から選択される窒素含有求核
性化合物と
を含むことを特徴とする硬化性組成物。
　２．　前記求核性化合物はアニリンであることを特徴とする前記１に記載の組成物。
　３．　前記求核性化合物はジフェニルグアニジンであることを特徴とする前記１に記載
の組成物。
　４．　前記求核性化合物は、ベンズアミジンおよびＮ－フェニルベンズアミジンからな
る群から選択される置換されたアミジンであることを特徴とする前記１に記載の組成物。
　５．　前記求核性化合物はｔ－ブチルカルバゼートであることを特徴とする前記１に記
載の組成物。
　６．　前記求核性化合物はイミダゾールであることを特徴とする前記１に記載の組成物
。
　７．　前記求核性化合物はメチルアミンであることを特徴とする前記１に記載の組成物
。
　８．　Ａ）（１）テトラフルオロエチレン、（２）パーフルオロ（アルキルビニル）エ
ーテル類、パーフルオロ（アルコキシビニル）エーテル類、およびそれらの混合物からな
る群から選択されるパーフルオロビニルエーテル、および（３）ニトリル含有フッ素化オ
レフィン類およびニトリル含有フッ素化ビニルエーテル類からなる群から選択される硬化
部位モノマーの共重合ユニットを含むパーフルオロエラストマーと、
　Ｂ）ｉ）複素環式第二級アミン類；ｉｉ）グアニジン類；ｉｉｉ）４０℃と３３０℃と
の間の温度で、ｉｎ－ｓｉｔｕで分解してグアニジンを生産する化合物；ｉｖ）４０℃と
３３０℃との間の温度で、ｉｎ－ｓｉｔｕで分解して第一級アミンまたは第二級アミンを
生産する化合物；ｖ）式Ｒ1－ＮＨ－Ｒ2の求核性化合物類（式中、Ｒ1はＨ－、Ｃ1～Ｃ10

脂肪族炭化水素基、またはα－位に水素原子を有するアリール基であり、Ｒ2はＣ1～Ｃ10

脂肪族炭化水素基、α－位に水素原子を有するアリール基、－ＣＯＮＨＲ3、－ＮＨＣＯ2

Ｒ3、または－ＯＨ・ＨＯＯＣ－Ｃ7Ｆ15であり、およびＲ3はＣ1～Ｃ10脂肪族炭化水素基
である）；およびｖｉ）式ＨＮ＝ＣＲ4ＮＲ5Ｒ6の置換されたアミジン類（式中、Ｒ4、Ｒ

5、Ｒ6は独立的にＨ－、アルキルまたはアリール基であり、およびＲ4、Ｒ5、およびＲ6

の少なくとも１つがＨ－ではない）からなる群から選択される窒素含有求核性化合物と、
Ｃ）前記窒素含有求核性化合物Ｂ）以外の硬化剤と
を含むことを特徴とする硬化性組成物。
　９．　前記硬化剤Ｃ）が、有機スズ化合物類、ビス（アミノフェノール）化合物類、ビ
ス（アミノチオフェノール）化合物類およびテトラアミン類からなる群から選択されるこ
とを特徴とする前記８に記載の組成物。
　１０．　前記硬化剤Ｃ）はテトラフェニルスズであることを特徴とする前記９に記載の
組成物。
　１１．　前記硬化剤Ｃ）は、ジアミノビスフェノールＡＦであることを特徴とする前記
９に記載の組成物。
　１２．　前記前記Ｃ）は３，３’－ジアミノベンジジンであることを特徴とする前記９
に記載の組成物。
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